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「書きたい！書ける！」生徒の意欲を高める授業づくり 
－ 学び合いを大切にして － 

 

西 舘 真 弓１ 

 

はじめに 

  

平成20年1月、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について

（答申）」（中央教育審議会 2008）が出され、学習指

導要領改訂の方向性が示された。その中では、教育内

容に関する主な改善事項として、第一に「言語活動の

充実」が挙げられ、国語科においても「発達の段階に

応じて、記録、要約、説明、論述といった言語活動を

行う能力を培う必要がある。」と記されている。さら

に、他の教科においても、レポートの作成や論述など

の学習活動を充実することが求められている。 

「平成15年度小中学校教育課程実施状況調査」（国

立教育政策研究所 2005）の分析結果では、国語科にお

ける「記述式問題の正答率低下」が、また、「読解力向

上に関する指導資料」（文部科学省 2005）では、「出題

形式において『自由記述(論述)』に課題がある」とい

うことが指摘されている。県の「平成18年度小学校及

び中学校学習状況調査」（神奈川県教育委員会 2007）

の観点別平均正答率においても、「書く能力」の正答率

は66.4%と、すべての観点の中で最も低くなっている。 

こうしたことから、国語科の学習においては「書く

こと」に課題があり、「書く力」を育むことが求められ

ていると考えた。 

実際に、「書くこと」に対しては苦手意識を持つ生 

徒が多く、「特定の課題に関する調査」（国立教育政策

研究所教育課程研究センター 2006）において、「書く

ことが好きだ」と回答したのは、中学２年生のわずか

30％であった。また、平成18年12月に改正された「教

育基本法」では、学習意欲を高めることを重視した第

６条が加わった。このような状況の下、「書くこと」で

も生徒の「書きたい」という意欲を高めることが急務

であると考えた。そこで、本テーマを設定し、どのよ

うにして「書くこと」に対する生徒の「意欲」を高め、

「書く力」を育んでいくかということを探った。 

 

研究の内容 

 

１ 「書くこと」における課題 

「平成15年度小中学校教育課程実施状況調査」の中

学校国語科では、自分の考えをただ書くことはできて

も、「具体的な条件を示されると、途端に書くことがで

きなくなる」生徒の状況が明らかになり、「場面に応じ

て立場を明らかにし自分の考えを書くこと」が課題で

あるとされた。また、「読解力向上に関する指導資料」

では、「特に、読解プロセスにおいて『テキストの解釈』

『熟考・評価』に課題がある」と指摘された。これは

言い換えると、書かれている内容を自分の考えと結び

付けて解釈したり、テキストそのものを評価したり、

読むことによって明らかになった自分の考えを表現し

たりすることに課題があるということである。さらに、

「特定の課題に関する調査」からは、文章の「論理性」

や「明確な根拠を挙げること」「自分の考えを持つこと」

に課題があるということが明らかとなった。 

以上のことから、「書くこと」における課題を次のよ

うにとらえた。 

「書くこと」における課題    

○ 自分の立場や根拠を明確にしながら、条件や目

的に応じて自分の考えを論理的に書くこと 

 

２ 育みたい「書く力」 

上記の課題を踏まえ、四つの育みたい「書く力」を

考えた。一つ目は、資料を読んで自分なりの考えを持

つこと。様々な情報が満ちあふれている現代社会の中

で、資料を読んで理解するだけでなく、それを自分の

知識や体験などと結び付けて、自分なりの考えを持つ

ことが求められている。二つ目は、根拠を明らかにし

て書くこと。明確な根拠を挙げて説明することで説得

力が増す。三つ目は、論理的に文章を組み立てること。

効果的に自分の考えを伝えるためには、主張や根拠、

根拠を支える具体例をどこに入れるかなど、構成を意

現在国語科においては、特に「書くこと」に課題があり、「書く意欲」を高め「書く力」を育んでいくこと 

が急務であると思われる。本研究では、「学び合い」「他領域との連携」の二つを視点として具体的な指導の手

立てを考え、独自に作成した学習ノートを活用して、「書きたいこと」を思い浮かばせ「書き方」を身に付け

させることで、生徒の「書く意欲」を高め、「書く力」を育むことができることを検証した。 

1 大和市立上和田中学校 

研修分野（国語） 
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識することが大切である。四つ目は、ある程度の長さ

の文章を書くこと。PISA調査の結果からは、Ａ４用紙

１枚、1000字程度で自分の考えをまとめる力が求めら

れている。本研究では、その前段階として、400字から

600字程度の長さの文章を書くことを目指した。 

育みたい「書く力」   

○資料を読んで自分の考えを持つこと 

○根拠を明らかにして書くこと 

○論理的に文章を組み立てること 

○ある程度の長さ（400字～600字程度）の文章を

書くこと 

 

３ 生徒の実態 

３年生120名を対象に、所属校で６月に実施したアン

ケートでは、「書く学習」が「嫌い、どちらかというと

嫌い」と答えた生徒が63％に上り、「書く学習」につい

て苦手意識を持っている生徒が多いということが分か

った（第１図）。なぜ「書く学習」が嫌いなのか理由を

尋ねたところ、「どう書けばよいか分からないから」と

答えた生徒が最も多く、続いて「書きたいことが思い

浮かばない」という理由を挙げた生徒が多かった（第

２図）。ところが、「書く学習は嫌い」と回答した生徒

の77％が、携帯電話等で「メールを打つことが好き」

と答え（第１図）、その理由として「伝えたいことがあ

るから」や「自由な表現ができるから」ということを

挙げた。これらのことから、生徒の「書く意欲」を高

めるためには、生徒に「書きたいこと」を思い浮かば

せ、「書き方」を身に付けさせる授業づくりをする必要

があると考えた。 

 

４ 研究の視点 

 「学び合い」「他領域との連携」、この二つを研究の

視点として大切にしながら、研究を進めた。 

(1)学び合い 

本研究においては、「学び合い」について「個々の学

び（知識や技能、考えなど）を、互いに共有し交流し

吟味し合うことによって、その学びが広がり深まり高

まること」ととらえた。他の生徒の新たな視点や異な

る考えに触れることで、生徒は「書きたいこと」が思

い浮かんだり、より良い「書き方」を学んだりしてい

く。この「学び合い」を通して、「書く意欲」を高めて

いくことを一つ目の視点とした。 

(2)他領域との連携 

「これからの時代に求められる国語力について」（文

化審議会 2004）には、「日常の言語生活においては，

『聞く』『話す』『読む』『書く』というそれぞれの言語

活動が複雑に組み合わされて用いられているのが普通

である。国語教育においても，この点を考慮して，『聞

く』『話す』『読む』『書く』という言語活動を有機的に

組み合わせて指導していくという観点が大切である」

と記されている。「書くこと」領域と他の領域の言語活

動が有機的に結び付いた授業づくりを通して、「書く意

欲」を高めていくことを二つ目の視点とした。 

 

５ 具体的な指導の手立て 

「学び合い」「他領域との連携」という視点を基に、

「書く意欲」を高めるための具体的な手立てを考えた。

まず、「書けるんノート」という独自に作成した学習ノ

ートを使用し、少しずつ段階を踏んで「書き方」が学

べるようにした。また、「赤ちゃんポスト」を意見文の

題材として取り

上げ、感受性の

豊かな思春期の

生徒が興味を持

ちやすい「命の

問題」を考えさ

せ、「書きたいこ

と」が思い浮か

びやすいように

した。さらに、

きめ細かな指導ができるよう、TT(ティーム・ティーチ

ング)を取り入れ、ICT（情報コミュニケーション技術）

を活用した授業づくりを行うことにより、一斉授業の

際、短時間でスムーズに集中して「書き方」を学べる

ようにしたり、写真を投影して「赤ちゃんポスト」の

イメージが浮かびやすくしたりする工夫をした。 

第３図は、以上述べてきたことを基に作成した研究

構想図である。 

 

６ 検証授業 

(1)対象  大和市立上和田中学校第３学年 

(2)単元名 論理の展開（光村図書 国語３） 

第１図 事前アンケート①(６月) 

第２図  事前アンケート②(６月) 

第３図 研究構想図 
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(3)教材名 説得力のある文章を書こう   

意見を主張する 

(4)教材の目標 

①自分の立場や根拠を明確にして、意見文を書くこ 

とができる。 

②異なる立場から意見を見直したり、文章の構成を 

工夫したりして、意見文を書くことができる。 

③相互交流を通して、より良い意見文の書き方を学 

んだり、自分の考えを広めたり深めたりすること 

ができる。 

(5)教材設定の理由（なぜ意見文を取り上げるのか） 

今回、「意見を主張する」という教材で意見文を書

かせる検証授業を行うことにした。意見文は、ある事

柄や問題について、立場や根拠を明確にして自分の考

えや意見を論理的に述べ、読み手を説得しようとする

文章である。こういったことから、意見文を書く学習

を通して、本研究での育みたい「書く力」を、生徒に

身に付けさせることができると考えた。 

また、意見文は構成がはっきりしており、書く内容

や順序を例文などで学ぶことができるため、生徒にと

っても「書き方」が理解しやすい教材である。６月の

アンケートで生徒の73％が意見文を書く学習が「嫌い、

どちらかというと嫌い」と答えたことや、所属校での

弁論の学習とのつながりも理由の一つである。 

さらに、生徒が上級学校に進んだり職に就いたりし

てこれからの社会を生きていく上でも、「自分の意見

や考えを持ち相手を説得するために論理的に文章を書

くという能力」は、必要不可欠である。 

以上のような理由から意見文を取り上げた。 

(6)授業計画（８時間扱い） 

第１次  ○「人はなぜ書くのか」（汐見稔幸）を読 

（２時間） み、書くことの必要性や意味を考えさせ

る。 

○様々な課題に取り組み、意見文を書くた

めに必要な力を楽しみながら身に付けさ

せる。 

第２次  ○意見文の特徴をとらえさせ、説得力のあ 

（１時間） る意見文を書くために大切なことは何か

考えさせる。 

○学習のねらいを知り、学習についての見

通しを持たせる。 

第３次  ○立場を明確にした意見文の書き方を理解 

（３時間） させる。 

○「赤ちゃんポスト」について、立場を明

確にして説得力のある（根拠・根拠の説

明・異なる立場からの見直し）意見文を

書かせる。 

第４次  ○主張が明確で説得力のある「自由意見文」 

（２時間） を書かせる。 

○意見文を読み合い、自分の考えを広げた

り深めたり「書き方」を学んだりさせる。 

○学習を振り返り、学習のまとめをさせる。 

 

７ 検証授業の分析と考察 

(1)研究の視点から 

ア 学び合い 

同年代同士の影響を受けやすいというこの年代の生

徒の特性を生かし「話合い」「助言」「読み合い・聞き

合い」など「学び合い」を多く取り入れた授業づくり

を行った。 

(ｱ)話合い 

「話合い」については、ほぼ毎時間班での活動を取

り入れ、意見を出し合い考える時間をとるようにした。

「みんなで意見を交換し合ったりすることからはじめ

たことで、意見文を書くことへの抵抗がなくなった」

「自分の意見を工夫して説明できるようになったし、

相手の意見に興味や関心が持てるようになった」とい

う感想が見られた。これらの記述からは、生徒が「相

手意識」や「目的意識」を持って授業に取り組むこと

で、「書く意欲」が高まったことや、意見を交流する中

で「書きたいこと」が明確になり、その考えをさらに

深めながら自分の意見を吟味し、自信を持って書くこ

とができたということが分かる。 

(ｲ)助言 

意見文の題材として取り上げた「赤ちゃんポスト」

について、その骨組みや清書を書いた後、付せんやノ

ートを利用してお互いの「書き方」について助言をさ

せた（第４図）。「根拠を支えるための具体例を挙げる

べきだ」「『子どもを預かった親がその子どもを殺すこ

ともありえる』という反対意見が考えられるのではな

いか」など、的確な助言が多く書かれていた。「助言の

どんなところが役に立ったか」という質問に対して、

「反対意見に使う材料になった」「構成をする上で参考

になった」「根拠がしっ

かり書けた」「考えの幅

が広がった」という記

述が見られた。これら

の記述やアンケート結

果(第５図)から、生徒

が助言によって他の生

徒からより良い意見

文の「書き方」を学ん

でいたことが分かる。 

また、75％の生徒が

「助言によって『書こ

う』という意欲が高ま

った」と答えている（第

６図）。自分を認め励ま

してくれる人がいると
第５図  授業後アンケート①（11月） 

第４図 助言カードを書く生徒 
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43% n=121
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いう安心感が「書く

意欲」を高めると考

えられる。     

しかし、25％の生

徒は「いいえ、どち

らかといえばいい

え」と回答をしてい

る。この理由として

は、助言を書く側の

問題として、良いところについては書けるが、直すべ

き点については指摘しにくいということや、受け手側

として助言を感情的に受け止めてしまうということが

考えられる。このような生徒への手立てとしては、助

言がどのように役立ったかを示したり、助言の経験を

重ねさせたりすることが有効であろう。 

(ｳ)読み合い・聞き合い 

完成した「意見文」は、班やクラスで読み合ったり

聞き合ったりした。生徒のノートには「TV で見た体験

が詳しく書かれてあり、反対の意見だけれど共感でき

るところがあった」「親の都合で子を捨ててしまうのは、

無責任ではないかというところや、子の意思が反映さ

れないのではという根拠に説得力があった」という記

述が見られた。ここからは生徒自身が一つのテーマに

ついて、様々な視点から考えられることを学び取り、

自分の考えを広げたり深めたりするとともに、「いろい

ろな根拠の書き方」や「反対の立場の意見の根拠の挙

げ方と解決策」など、「書き方」も学び取っていたこと

が読み取れる。 

このように、「学び合い」を大切にした授業づくりは、

生徒に「書きたいこと」を思い浮かばせ、「書き方」を

身に付けさせることに有効であり、「書く意欲」を高め

ることにも効果的であったといえる。 

イ 他領域との連携 

二つ目の視点として、「書く」だけでなく他の領域で

ある「読む」「話す・聞く」の言語活動が有機的に結び

付いた授業づくりを行った。 

「読む」活動としては、「人はなぜ書くのか」（教育

出版 中学国語３ p.182）を読んで、書くことの意味や

必要性を考えさせたり、新聞の投書を読み比べさせて、

説得力のある意見文を書くために大切なことを考えさ

せたりした。また「赤ちゃんポスト」についての意見

文を書く授業では、様々な資料の中から必要な情報を

探し出し、意見文を書くことに役立てさせた。 

「話す・聞く」活動としては、授業の中で自分の考

えを出し合い、話し合う場面を多く設定した。「みんな

と話し合っていろいろ考えられるのが良かった」「意見

を聞くのが楽しかった」「意見を伝えて納得させるのが

楽しかった」という記述からは、「書くこと」に対して

苦手意識を持つ生徒も、他の生徒と話合いや意見の交

流をする中で思考が活性化し、考えが形作られ「書く

こと」が思い浮かび、さらに、「伝え合う」楽しさを実

感することで、「書く意欲」が高まっていったと考えら

れる。 

(2)具体的な指導の手立てから 

ア 「書けるんノート」 

「書くこと」に対する意欲や力の差が大きい生徒の

実態に合わせて、「書けるんノート」という学習ノート

を独自に作成した。これは、書くことが苦手な生徒も

取り組みやすいように、少しずつ段階を踏んで「書き

方」を学ん

でいけるよ

うにして、

「 書 く こ

と」に対す

る抵抗感を

少なくする

ようにした

ノートであ

る（第７図）。 

始めの部

分には、誰もが取り組みやすく、その後の意見文の学

習につながる課題がいくつか用意してある。 

次は、意見文の書き方を学び、「赤ちゃんポスト」に

ついて、立場を明確にして意見文を書くようになって

いる。そこでは、自分の考えを広げるためマッピング

に取り組み（第８図)、マッピングやノートに記載され

ている例文を参考にして、意見文の骨組みを書き、そ

れをさらに吟味した上で意見文の清書を書くようにな

っている（第９図）。さらに、個に応じた学習が行える

ように主張を明確にした自由意見文に取り組めるよう

にしてある。 

また、発展学習

としては、意見広

告づくりに取り組

めるようになって

おり、「書くこと」

が得意な生徒の意

欲も高められるよ

うにしてある。 

第６図  授業後アンケート②（11月） 

第８図 マッピング（生徒作品） 

第７図 「書けるんノート」の構成 

第９図 例文を参考に骨組みを書く「書けるんノート」のページの一部 
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授業後のアンケートでは、96％の生徒が「書けるん

ノート」は意見文を書くのに「役立った、まあまあ役

立った」と答えた（第10図）。どこが役立ったかについ

ては、下に示すように「骨組みや書く順序が例文と共

に示されていること」や「段階を踏んで考えを深めて

いけること」により、「意見文の書き方が分かった」と

いう回答が多かった(第11図)。このことからも「書け

るんノート」の「骨

組みや書く順序を例

文と共に示した指

導」や「少しずつ段

階を踏んで学んでい

けるような構成の工

夫」が「書き方」を

学ぶ上で有効であっ

たことが分かる。 

 

イ 題材の工夫 

「書きたいこと」を思い浮かばせるために、意見文

の共通の題材として、「赤ちゃんポスト」を扱った新聞

を取り上げた。感受性の強い思春期の生徒にとって、 

「命の問題」は関心を持ちやすく、自分たちに身近な

問題として受け止めることができると考えた。 

「『赤ちゃんポスト』について、普段考えることなど

ないのに、書いてみるとこんなに考えがあるのだと自

分でも驚いたし楽しかった」という生徒の感想からも

分かるように、生徒達はこの課題に意欲的に取り組ん

でいた。91％の生徒が「授業で取り上げた資料やテー

マは意見や考えを持ちやすかった」と答えたことから

も（第 12 図）、この

題材が「書きたいこ

と」を思い浮かばせ

るのに適切な題材で

あったことが分かる。

さらに、補助資料と

して３種類ほどの

「赤ちゃんポスト」についての記事を用意して、「書く

ため」の材料を豊富に準備したことも、自分の意見や

考えを持たせるために有効であったと思われる。 

ウ ICT を活用した授業 

「書き方」を学ぶ場面では ICT を活用して、短時間

に多くの情報を整理して生徒に提示したり、動きのあ

るスライドを提示したりして、生徒が集中して授業に

臨めるよう工夫した。ICT を活用した授業に対して、

生徒は「実物の写真（赤ちゃんポスト）などを見られ

たので、イメージしやすかった。」「言葉で説明される

より流れをつかみやすいし、黒板に書くよりスムーズ

で分かりやすい。」「黒板では表現できない動く絵など

があって分かりやすかった」などの感想を記していた。

ICT を活用した授業は、より分かりやすく「書き方」

を学ぶための手助けになったといえる。 

エ TT の授業 

書くことが苦手な生徒に丁寧に対応するため、可能

なかぎり TT で授業を行った。「先生に質問しやすかっ

たし見てもらいやすい」「二人の先生から視点を変えた

助言がもらえて考えが深まる」という感想が多く、86％

の生徒が TT の授業が意見文を書くのに「役立った、ど

ちらかというと役立った」と答えた。きめ細かな手立

てが有効だったということが分かる。 

 

８ 研究のまとめ 

(1) 研究の成果 

授業後のアンケート（11月）で、「意見文を書くとき

自分なりに考えや意見を持つことができた」「意見文の

書き方が分かった」ということについて、「はい、どち

らかというとはい」と答えた生徒は94％と91％であっ

た（第13図）。授業直前のアンケート（10月）では、「意

見や考えが思い浮かばないことが多い」と答えていた

生徒が62％、「どう書けばよいのか分からない」と答え

ていた生徒が68％であったことから考えると、今回の

授業づくりが、生徒に「書きたいこと」を思い浮かば

せ、「書き方」を身に付けさせることに有効であったと

考えられる。 

さらに、６月には意見文を書く学習が「好き、どち

らかというと好き」と答えた生徒は27％であったが、

授業後は78％の生徒が、また意見文を書いてみたいと

「思う、どちらかというと思う」と答えたことから、

本研究における授業づくりは、生徒の「書く意欲」を

高めることに効果があったといえる（第14図）。    

「書けるんノート」のどこが役立ちましたか？ 

○意見文を書くときの、骨組みや書く順序（流れ） 

など、書き方が詳しく書いてあり、意見文の書き 

方が分かった。書けるようになった。 

○たくさん例や例文が書いてあったところ。 

○骨組みを書くところに接続詞が書いてあったとこ

ろ。 

○段階を踏んで書けるところ。マッピングの部分や

骨組みを書くページがあって、それを書くことに

よって意見文が書きやすくなった。 

○いろいろな資料や課題が用意されていたこと。 

○自分の考えとかを書き残せるところ。    

第 12 図 授業後アンケート④ 
第 13 図 授業後アンケート⑤（11 月） 

第 10 図 授業後アンケート③ 

第 11 図 授業後アンケートの自由記述より抜粋 
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次に、どれだけ「書く

力」を育むことができた

か、本研究で目指した「書

く力」を考慮し、「評価基

準」に照らし合わせて、

生徒が書いた自由意見文

を分析し考察した。そ

の結果「自分の考えを

持てた」については 94％、「根拠を明らかにして書け

た」については 88％、さらに、「ある程度の長さの文

章が書けた」については 82％の生徒が、設定した「書

く力」に「ほぼ到達できた」と判断できた（第 15 図）。

しかし、「論理的な文章を書けた」については、42％の

生徒しか「到達できた」と判断できず、「反対の立場か

らの意見の見直し」の部分で論に一貫性がなくなる傾

向が見られた。 

このようなことから「論理性」には課題が残るもの

の、概ね本研究で設定した「書く力」を育むことがで

きたと考えられる。 

第15図 自由意見文の分析結果  

さらに、今回の検証授業について、生徒のアンケー

トでは「自分の考えをまとめ、そこから広げられる力

をつけられた」「考えることが楽しかった」「たくさ

ん考えられた」「他人の意見をよく聞けるようになっ

たし、自分の考えをうまく伝えることができるように

なった」「徐々に自分の考えを巡らせることができた」

というように、「考える力」にかかわることが多く記

述されていた。「『書く』ことは，考えを整理し，考

えることそのものの鍛錬にもなる。」と「これからの時

代に求められる国語力について」にも記されているよ

うに、今回の授業づくりにおける様々な手立てによっ

て、生徒は刺激を受けてじっくり「考え」、そこから

「考え」たことをさらに広げ深め整理しながら「書く」

ことに取り組んでいたと思われる。さらに、このよう

な一連の過程を通して、「考えること」と「意欲」「書

く力」は有機的に絡み合い、「考え」の深まりと共に、

「書く意欲」や「書く力」も高まっていったと考えら

れる。 

(2)今後の課題 

「これからの時代に求められる国語力について」の

中で、「今後の国際化社会の中では，論理的思考力（考

える力）が重要」と記されており、「学習指導要領等の

改善について（答申）」（前述 p.1）の中でも、学習指

導要領改訂の基本的な考え方として、「思考力」の育

成が挙げられている。国語教育においても、「考える

力」の育成が課題の一つになると考えられる。今回の

研究から、「考える力」を育むためにも、「書くこと」

が有効であると思われる。今後は、意見文だけでなく、

説明文や感想文など、様々な形態の文章も含めて学年

ごとの「書けるんノート」を作成し、それを活用した

授業づくりに取り組むことによって、「書く力」と共

に「考える力」を育み、課題の解決を図っていきたい。 

 

おわりに 

  

平成19年度全国学力・学習状況調査の結果について、

国語で「書く習慣」を身に付けさせる授業をよく行っ

ていた学校は学力も高いという、「書く力」と「学力」

の相関関係が報じられている。今後、一層「書くこと」

の指導の充実が求められていくであろう。「書くこと」

の指導は、評価も含めて時間がかかるが、継続的な指

導のために、指導法やカリキュラム作りの工夫、他の

教科との連携の方法を探り、学校教育全体で「書くこ

と」に取り組み「書く力」を高めていくことを考えて

いきたい。 
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